
























































































































































































































































































































































































































































































名　　前 持　高 職　　業． 地　主　名 持家有無
元四郎 無高 農業渡世 伊藤 自分持家
周　　平 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
源　　六 無高 農業渡世 武田 自分持家
安右衛門 無高 農業・作日用渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
作右衛門 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
又　　八 無高 農業・作日用渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
清　　蔵 無高 農業渡世 武田 自分持家
孫　　蔵 無高 農業・渡守渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
半四郎 無高 農業・作日用渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
な　　を 無高 苧機渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
善三郎 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
友四郎 無高 農業・渡守渡世 武田 自分持家
清　　助 無高 桑名郡松吉新田住 無家
嘉　　六 無高 農業・船乗渡世 野村留兵衛 自分持家
増　　蔵 無高 大宝新田善六方へ奉公 服部治左衛門 自分持家
新四郎 無高 農業渡世 武田 自分持家
九　　平 無高 農業渡世 武田 自分持家
勘四郎 無高 農業・諸商渡世 武田 自分持家
清四郎 無高 農業・諸商渡世 甚三郎 自分持家
治　　助 無高 作日用渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
慶九郎 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
良　　助 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
茂　　七 無高 農業渡世 伊藤 自分持家
慶助後家ちよ 無高 農業渡世 伊藤？ 茂七と同居
浅　　蔵 無高 農業渡世 伊藤？ 林三郎と同居
林三郎 無高 農業渡世 伊藤 自分持家
文　　平 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家




は　　つ 無高 苧機渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
周　　吉 無高 作日用渡世 武田・伊藤 自分持家
要　　助 無高 農業・作日用渡世 武田 自分持家
栄助後家なか 無高 綿賃繰渡世 武田 自分持家
与左衛門 無高 作日用渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
新三郎 無高 農業・船乗渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
半左衛門 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
清　　六 無高 奉公 無家
円　　蔵 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
理左衛門 無高 農業・作日用渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
平　　六 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
三左衛門 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
忠　　八 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
半右衛門 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
友　　七 無高 作日用渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家　　，
新　　助 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
円右衛門 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
一13一
名　　前 持　高 職　　業 地　主　名 持家有無
定四郎 持高5．330 農業渡世 自分持家
善右衛門 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
清三郎 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
清　　七 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
源九郎 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
甚九郎 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
平　　吉 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
も　　よ 無高 綿賃繰渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
重五郎 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
武助後家こよ 無高 苧機渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
九　　八 無高 作日用渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
藤三郎 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
武田礼輔 無高 医師四日市出張 無家
海　　助 無高 桑名服部新田で稼 無家
嘉　　助 無高 農業・木挽渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
半九郎 無高 農業渡世 伊藤・木村・佐野 自分持家
松　　蔵 無高 農業渡世 ？ 自分持家
新九郎 無高 農業渡世 ？ 自分持家
武田澤右衛門 持高55．615 農業渡世 自分地 自分持家
嘉　　平 持高1．620 農業渡世 武田 自分持家
喜　　平 無高 農業渡世 武田 自分持家
久平（次郎事） 無高 農業渡世 武田 自分持家
浅右衛門 無高 農業・桶師渡世 武田 自分持家
平兵衛 無高 農業渡世 武田 自分持家
茂　　平 無高 農業・木挽渡世 武田 自分持家
幸四郎 無高 農業・諸商渡世 武田 自分持家
惣右衛門 無高 農業渡世 武田 自分持家
伴　　蔵 無高 農業・大工渡世 武田 自分持家
助　　七 無高 桑名長島山新田で稼 無家
善　　八 無高 農業渡世 武田 自分持家
魯　　　　＝鴛万ζ　　　口 無高 農業・売薬渡世 武田 自分持家
三九郎 無高 農業渡世 武田 自分持家
ふ　　そ 無高 桑名服部新田で稼 無家





































































































































































































































































































氏　，名 就　　　　任（西暦） 退　　　　任（西暦） 備　考
小笠原九郎右衛門 天明元・5・23 1781 天明3・8・5 1783
飯　沼　定右衛門 天明3・8・5 1783寛政元・12・1 1789
橘　田　長七郎 寛政元・12・1 1789寛政11・2・8 1799
太　田　文左衛門 寛政11・2・8 1799文化元・10・27 1804螺擬難役




















金　森　五郎兵衛 文久3・1・27 1863慶応元・7・19 1865
岡　崎　新　吾 慶応元・7・19 1865慶応2・12・261866
上　田　喜兵衛 慶応2・12・261866慶応4・5・14 1868
天　野　勘太夫 慶応4・5・14 1868明治2・2・25 1869
山　内　滝　江 明治2・2・25 1869明治3・3・12 1870
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1隙欠新田での芝居 丑正月 竪紙・1通 1106
章新田庄屋武田沢右衛門























































（森津新田高反別地主所持高書上）　　（森津）新田庄屋 （天保14年）卯6月 半・1冊く3丁武田沢右衛門、同所組頭善八→三村平六様御陣屋 （2冊一綴）
（森津新田高書上）　　（森津新田）庄屋沢右衛門、同所組 （天保14年）卯6月 半・1冊（8了頭善八

































































































































































































































































衛門→武田哲次 5月19日 横切継紙・1通 0817－8
つき書状） 5月6日 横切継紙・1通 0817－9
i衛門殿、武田
卯5月 竪紙・1通 0817－10
矛→武田様 5月20日 横切継紙・！通 0817－11




















































































































































































































































































































































































































































御年貢諸入用割賦帳　森津新田 文久2年戌12月 半・1冊〈21丁＞ 0930
御年貢諸入用割賦帳　森津新田 元治元年子12月 半・1冊〈21丁〉 0931
御年貢諸入用割賦帳　森津新田 慶応元年丑12月 半・1冊＜21丁＞ 0932
御年貢諸入用割賦帳　森津新田 慶応2年寅12月 半・1冊＜21丁＞ 0933
御年貢諸入用割賦帳　森津新田 慶応3年卯12月 半・1冊く21丁＞ 0934
御年貢諸入用割賦帳　森津新田 明治元年辰12月 半・1冊＜9丁＞ 0935
御年貢諸入用割賦帳 明治2年巳12月 半・1冊＜21丁〉 0936
御年貢諸入用割賦帳 明治3年午12月 半・1冊＜21丁＞ 0937
御年貢諸入用割賦帳 明治4年未12月 半・1冊く21丁＞ 0938






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































勾）　名古屋 宝暦2年申8月 竪紙・1通 1142
左衛門、同所
一衛門、同新田 宝暦7年丑12月 竪紙・1通 1謹43蔵殿　　（宛先
内）　森津新 宝暦9年卯正月 竪紙・1通 ”45沢右衛門→名
青屋敷御前田 宝暦9年卯12月 竪継紙・1通 1147衛門、同所証
衛門・沢右衛
、合」とある）
一代金受取） 宝暦10年辰12月 竪紙・1通 1149
森津新田）庄
愛捨地など） 宝暦ll年巳ll月 竪紙・1通 1151
所庄屋角左衛
「是ハ年々見
1の内四分の 宝暦12年午2月 竪紙・1通 1152忠八郎、同所
の内四分の 宝暦12年午2月 竪紙・1通 1153度主此右衛門、
5畝歩）　勢 安永6年酉H月 竪継紙・1通 1156請人庄太夫、
昔主幸助、田
殿／（奥書）
勾）　勢州小 天明元年丑7月 竪継紙・1通 ”60正人勘右衛門、
比り主新四郎、
勺）　勢州小 天明元年丑7月 竪継紙・1通 1161
人勘右衛門、
土り主新四郎、
奮外）　平嶋 文政9年戌11月 竪紙・1通（包紙 1169（奥書）森津 付）
新田屋敷亮主 天保2年卯2月 竪紙・1通 1177右衛門→田嶋




























































































用申金子之事（質物与蔵山新田）　与蔵山新田金子 天保2年卯3月 竪紙・1通（包紙 1176
昔主勘右衛門、証人定蔵、（与蔵山）新田庄屋服部市兵衛 付）
→森津新田九吉殿















用申金子証文之事（質物森津新田のうち字南寅） 嘉永6年丑12月 竪紙・1通（包紙 “95諜津新田金借主文平、同所証人林三郎・茂七、同所庄屋 付）
弐田沢右衛門→桑名今一色二井利左衛門殿





































































































































































































































































































乍恐奉願上候御事（三郷悪水落杁差支えにつき願書控） （文久3年）亥6月 半・1冊＜3丁＞ 1031－6
鎌島新田庄や木村小八郎、森津新田庄屋武田哲次郎→金
森五郎兵衛様御陣屋
差上申済口謹文之事（森津・鎌島・芝井三郷立合悪水　落杁訴訟1　訴訟人鎌嶋新田庄屋木村小八郎、森津新田 元治元年子3月晦日 半・1冊〈3丁＞／（2冊一綴） 1031－7－1
庄屋武田哲次郎、相手方芝井新田庄屋佐久間右馬之助、
立入人野村留兵衛・服部市兵衛→金森五郎兵衛様御陣屋








































































































































































































章 （天保4年）巳11月 半・1冊く3丁＞ 1275－1
外8名ゆ矢野藤
木村忠兵衛外5（享和元年）酉2月 半弓冊＜4丁＞ 1275－2
七の年暦など （弘化元年）辰9月 半・1冊＜3丁＞ 1275－3
輸衛門→児
夫食支給 （天明2年）寅12月 半・1冊く3丁＞ 1275－4
菊

















門場所替 （文化元年）子2月 半・1冊〈4丁＞ 1086－2
杁場所 （文化元年）子2月 半・1冊く2丁＞ 1086－3
装
蔚変化につき 卯10月 竪紙・1通 1086－4
哲次郎→杁方
よ三 （万延元年）申6月 半・1冊く2丁＞ 1086－5
謹
海西郡森津 巳6月 半・1冊〈2丁＞ 1086－6
ウ杁御奉
武田沢右衛門 巳6月 半・1冊（2丁） 1086－7
落杁伏替 （享和3年）亥正月 半・1冊く2丁＞ 1086－8
弐田沢右衛
















用水入御伏替諸書付入袋 文政8年酉正月 袋（17通入） 1502
（森津新田水門・橋・作方手伝銀受取）　杁御作事場→ 酉5月 小切紙・1通 1502－1
（森津新田）庄屋
（急御用につき村継遅滞なく達すべき旨）　杁御作事場 正月晦日 小切紙・1通 1502－2
→古渡・岩塚外7村右問屋庄屋
（新田水門作方手伝御用代受取）　杁御作事場→（森津 酉6月 小切紙・1通 1502－3
新田）庄屋
（杁古木引上用代受取）　杁御作事場→（森津新田）庄屋 小切紙・1通 1502－4
（杁杭古木払代の内差出すよう書付〉　杁御作事場→ 2月3日 小切紙・1通 1502－5
（森津新田）庄屋
（杁杭古木払代の内差出すよう書付）　杁御作事場→ 7月王8日 小切紙・1通 1502－6
（森津新田）庄屋
辰年御勘定目録（森津新田分年貢納入勘定目録） 竪紙・1通 1502－7
（村方杁諸木屈代請求願）　杁方御用頭善右衛門→森津 4月朔日 竪切紙・1通 1502－8
御庄屋御衆中様
（包紙） 包紙・2通 葉502－9
（杁諸木積船運賃代など船人へ渡しにつき覚）　舩御 4月 小切紙・1通 1502－10
番所→（森津新田）庄屋
（村杁作方手伝日雇代受取）　杁方役所→（森津新田） 3月 小切紙・1通 1502－11
庄屋
覚（杁諸木積船運賃船頭へ渡しにつき）　舩御番所→ 未2月24日 継紙・1通 1502－12
森津新田・鎌嶋新田・芝居新田右庄屋


































































































































用悪水杁御伏替一巻入井木送り入 1安政3年辰12月 袋（9点入） 躍032
（杁作り方手伝日雇代受取） 杁方役所→森津新田 19月 小切紙・1通 1032－1




（杁出来につき手伝銀請求） 杁方役所噛森津新田庄屋 巨2月5日t 巻紙・1通 1032－4（杁伏方に来月参上の旨書状〉 大塚仁右衛門、林平→lll月29日 巻紙・1通 1032－5
森津新田庄屋中 ヨ














水行目論見二付諸入用集帳 森津庄屋所 慶応2年寅12月 横長半・1冊＜4丁＞0976－2
水行御普請二付雑用金集帳 森津庄屋所 明治3年午2月 横長半・1冊〈4丁＞0976－3















（入土出金関係書類綴）　森津新田 慶応3年卯12月 15点一綴 0870











御普請中諸弁金（書上帳） （江戸） 半・1冊く17丁＞ 0676





































































高反別御改二付書上一巻 明治5年申5月 7点一綴（袋付） 0845












（砂入り田畑変地につき現在の田畑石盛書上）　　（森 明治5年壬申2月 半・1冊く4丁＞ 0845－5
津）新田庄屋武田哲次郎、同所組頭伊藤円九郎、同所同
断武田茂兵衛
（流作見取砂畑反別ほか書上）　　（森津）新田庄屋武田 （明治5年）壬申5月 竪紙・1通／（鐙 0845－6哲次郎 色罫紙）











































































































































































第六区尾張国海西郡森 明治10年12月 半・1冊＜7丁＞ 0624
地租改 森津村用係佐藤 明治10年12月 半・1冊（2丁）／0663－2
（7冊一綴）／（青
色罫紙）
展国海西郡森津村 明治10年12月 半・1冊＜13丁＞ 0622
など （明治10年～同11年） 半・王冊く60丁＞／0632
（青色罫紙）
割税仕謬書 （森津村分）　　（尾張国 明治12隼8月19日 半・1冊〈3丁＞／0643－1
（3点一綴）／（青
色罫紙）








































































































































































森津新田御村方 正月19日 小切紙・1通 0823－2
患八郎→森津武 4月24日 小切紙・1通 0823－3




覚（朱硯・筆ほか代金5匁5分受取）　揮雲堂→上 6月26日 小切紙・1通 0823－6
口上状（桧など代金1両1朱請求）　長兵衛→武田様 8月20日 小切紙・1通 0823－7
覚（戸籍入用・守札・申初穂代金勘定） 横折紙・1通 0823－8





覚（代金勘定）　米やゆ竹田銃治郎様 3月6日 巻紙・1通 0823－13
覚（白半切代金18匁受取）　鏡屋正七→上 5月15日 小切紙・1通 0823－14
覚（代金3匁7分受取）　揮雲堂→上 5月19日 小切紙・1通 0823－15
覚（天久半切代金10匁5分ほか書上）　半七→上 11月2日 小切紙・1通 0823－16
覚（半紙ほか代金勘定）、綿屋與三兵衛→竹田鏡治郎様 12月22日 横切紙・1通 0823－17
覚（戸長別月給ほか諸入用差引勘定）　佐野→武田君 5月4日 横折紙・1通 0823－18








記（白半切ほか代金68銭余書上）　擁竹田様 18月28日 横切継紙・1通 0823－23
覚（朱墨代金1朱ほか受取）　揮雲堂→上 iμ月5日 ・・小切紙・1通 0823－24
覚（代金2両書上）　升や清左衛門→森津村方様 ? 小切紙・1通 0823－25
記（高木水筆ほか代金受取）　揮雲堂→上 F明13日 小切紙・1通 0823－26
覚（須崎半紙ほか代金受取）　鏡屋正七→上 6月27日 小切紙・1通 10823－27
覚（須崎半紙ほか代金受取）　かかみ屋正七→上 10月4日 小切紙・1通 0823－28
覚（半紙・半切代金受取）　鏡屋正七一唖武田銚次郎様 1月4日 小切紙・1通 0823－29
覚（大所・中所ほか代金76匁余受取）　大工新六→武（明治9年ヵ）子4月21横切紙・1通 0823－30田様 日
記（石油代受取）（後欠）　カネ好擁上 1月7日 巻紙・1通 0823－31
（筆・唐墨代書付）　本町拾一丁目御筆墨所青柳堂清二 袋・1点 0823－32
（区費取替金ほか村費勘定）
　　　　　　　　　　　　、 竪折紙・1通 0823－33覚（杉丈丸太ほか代金ll3匁余受取）　材木問屋正忠八4月22日 小切紙・1通 0823－34郎→森津武田銃次郎様
覚（東京黒軸白腰真書3匁受取）　揮雲堂→上 6月4日 小切紙・1通 0823－35　，










記（戸籍調入費4円余受取）　→武田哲次郎様 6月3日 小切紙・1通 0823－40





（平島組合会所盆後入費出金願）　戸長→副戸長御中 明治7年12月22日 小切紙・1通 0823－44
謹（県庁新築費森津新田分金3円余受取）　愛知県第六明治10年6月23日 小切紙・1通 0823－45
区會所仲納人佐藤円右衛門
覚（炭1俵代金1分余受取）　市屋嘉右衛門→藤八様 2月19日 小切紙・1通 0823－46
（麻さらし1尺代金3銭余ほか受取）　みの長→田中様 12月30日 小切紙・1通 0823－47
（93銭受取）　秋葉模 小切紙・1通 0823－48
記（輪中水行拝借金年賦上納金2円余受取）　→武田 明治9隼10月 小切紙・1通 0823－49
君












































































普請関係書類綴） （明治3年～明治9年） 半・一綴く75丁＞ 1295
明治4未年6月 袋（18点入） 0816
重類別本数・寸 6月7日 横長半・1冊く3丁＞0816－1




蓄神領内佐屋村 （明治4年）未7月 横切継紙磯通 0816－6
じ庄屋→塘御締役武 6月11日 小切紙・1通 0816－7
斤など用意すべき 6月2日 横切継紙・1通 08唾6－8
次郎様
り）　辛島儀三郎 6月7日 横切紙・2通 0816－9
→真野理兵衛、 （明治4年）未7月 竪紙・1通 0816－10
































































































































































































































































































































































































































東京日々新聞代価確受取之証　日報社→堀部勝四郎様 子8月16日 小紙く版）・1通 0812－8
記（代金受取）　美濃屋佐兵衛弗木村吉助様 8月8日 小切紙・1通 0812－9
記（袴ほか納入）　越後や栄太郎外1名ゆ木村吉助様 9月3日 小切紙・1通 0812－10
記（出金覚） 横折紙・1通 0812－11
（出金覚） 横折紙・1通 0812－12
書留郵便物請取謹（東京室町三丁目十六番地名倉屋平兵 明治9年8月17日 小紙（版）・1通 0812－13
衛方木村吉輔から愛知県名古屋朝日町弐丁目青木宛郵便）
書留郵便物請取鐙（東京室町三丁目拾六番地名倉屋平兵 明治9隼8月24日 小紙（版）・1通 0812－14衛から愛知県下名古屋朝日町二丁目七番地青木宛郵便）
書留郵便物請取謹（室町三丁目名倉屋平兵衛方木村吉輔 明治9年9月22日 小紙（版〉・1通 0812－15から尾張名古屋朝日町青木宛郵便）
書留郵便物請取讃（東京室町三丁目名倉屋平兵衛方木村 明治9年9月26日 小紙（版）・1通 0812－16吉輔から愛知県名古屋朝日町青木宛郵便）
書留郵便物請取讃（室町三丁目名倉屋平兵衛方木村吉輔 明治9年9月22日 小紙（版）・1通 0812－17から名古屋朝日町二丁目青木宛郵便）
覚（茶わん代金受取）　信松（伊勢町堀川岸信濃屋〉→ 9月4日 小切紙・1通 0812－18
上
（東京木村吉輔より名古屋青木宛音信料金受取証） 明治9年9月29日 竪切紙・1通 08壌2－19電信局




（萄翻村雛鳶り名耀服部平左衛F腕音信料鍍 明治9年9月16日 竪切紙・1通 0812－22
（東京木村吉輔より名古屋青木宛音信料金受取証〉 明治9年9月2日 竪切紙・1通 0812－23電信局
（東京木村より名古屋青木宛音信料金受取証）　電信 明治9年10月5日 竪切紙・1通 0812－24局（築地電信局）
（名古屋前払い音信料金受取証）　電信局（築地電信局） 明治9年10月5日 竪切紙・1通 0812－25
（林麟太郎より名古屋青木アキラ宛音信料金受取証） 明治9年8月14日 竪切紙・1通 08壌2－26電信局（日本橋電信局）
覚（代金受取証）　両国元町市野屋春吉→上 8月15日 竪切紙・1通 0812－27
覚（蒲焼代金受取証）　室町浮世小路（安房屋）→上 8月16日 竪切紙・1通 0812－28
覚（代金受取証）　室三丸金→六ばん御客様 8月22日 竪切紙・1通 0812－29
覚（料理代金受取証）　京橋銀座壱丁目松田吻上 9月9日 竪切紙・1通 0812－30
覚（代金受取証）　深川仲町川溝→上 9月24日 竪切紙・1通 08壌2－31







































































































































悪水路事件二付地方官工申告ノ書類 （明治ll年） 5点一綴（袋付） 08⑩






乍糠護隣）（筏畿羅鵬禦論魏繍禽 （慶応2年）寅正月 半・王冊く3丁＞／（青色罫紙） 0810．4
屋














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































武田→徳太郎 （明治）15年 小切紙・1通 1385
武田→徳太郎殿 （明治）15年 小切紙・1通 1389
（明治）15年 小切紙・1通 1391
合）　伊藤→感太 （明治）16年 横切継紙・1通 1394
（明治）16年 小切紙・1通 1396




　絹川代 （明治）20年4月16日 横切継紙・1通 1408－2
（明治）19年 横切継紙・1通 1408－3
・徳太郎殿 （明治）19年 小切紙・1通 1408－4
徳太郎殿 （明治）19年 横切継紙・1通 1408－5
簿要員御中 （明治）19年 小切紙・1通 1408－6
（明治）19年 小切紙・1通 1408－7
ゆ白木徳太郎殿 12月 小切紙・1通 14’08－8
→白木様 8月16日 横切継紙・1通 1408－9
横切紙・1通 1408－10
白木 小切紙・1通 1408－11
舞藤ゆ徳太郎殿 （明治）13年12月 小切紙・1通 1381
（明治〉21年 横切継紙・1通／ 1382－1
（6点一括り）
忠衛 （明治）21年冬 横切継紙・1通 1382－2
（明治）21年 横切継紙・1通 1382－3
　　　　 （明治21年） 小切紙・1通 1382－4
’ム代 厘）（明治）21年 2月 横切継紙・1通 1382－5
藤ゆ徳太郎殿 （明治）21年 小切紙・1通 1382－6
弓→白木恵太郎殿 5月9日 小切紙・1通／（91395一璽
通一綴）
弓ゆ清水伝吉殿 5月20日 小切紙・1通 1395－2
弓→佐藤民輔殿 、5月9日 小切紙・1通 葉395－3
吉→大字森津白木 （明治）23年3月7日 小切紙・1通 1395－4









































郎 （明治）22年 横切継紙・1通 1395－7











































































左衛門→白木恵太郎様 （明治）25年5月9日 小切紙・1通 1411－7
部）→白木恵太郎殿 明治24年 小切紙・1通 1411－8
吉→佐藤民輔殿 小切紙・1通 1411－9
・計算書上）　佐藤→白木 （明治）25年4月25日 横切継紙・1通／ 1412－1
（4点封筒入）
頼の件ほかにつき 5月23日 小切紙・1通 1412－2
ζど通知書）　佐藤→白木 5月23日 横切継紙・1通 1412－3
明治23・24年 横折紙・2通一綴 1412－4
支配人服部平左衛門→白木 明治24年12月 小切紙・1通 嗜413
定）　佐藤ゆ白木様 （明治）25年5月28日 横切継紙・1通 14葉4
（白木 袋（17点入） 1384








． 頼）　神田佐吉ゆ佐 巳4月 小切紙・1通 1384－9
受米の内24俵）　佐屋村 小切紙・1通 1384－10
田米ほか）　武田→感太 （明治）25年 小切紙・1通 1384－11
氏支配所 （明治）25年12月 小切紙・1通 1384－12
ド恵太郎殿 （明治）25年12月 小切紙・1通 1384－13
する書状）　民輔→恵太 8月22日 横切紙・1通 1384－14
斡 　飯田→白木悪 8月7日 小切紙・1通（4点1384－15－1
封筒入）














































































配符（米4斗）　武田→徳太郎殿 （明治20年） 小切紙・1通 1292－26
配符（米1石8斗4升6合）　佐藤→白木殿 明治17年 横切紙・1通 1292－27
明治廿七年午十二月配賦 袋（20通入） 1380
キ（受取米差引勘定）　佐藤→白木殿 明治28年10月 横切継紙・1通 1380－1
記（森津掟米など勘定）　佐藤→白木感太郎殿 明治28年3月 横切紙・1通 1380－2
（川原欠米納付につき書状）　佐藤→白木君 1月21日 小切紙・1通 1380－3
配符（埋田米など合計）　武田→恵太郎殿 （明治）27年 横切継紙・1通 1380－4
記（米17俵受取）　木下秀二郎ゆ民輔様 4月2日 横切継紙・1通 1380－5
（預け米の件につき書状）　木下文吉→佐藤民輔様 3月3日 横切継紙・1通 1380－6
配符（米1斗1升3合3勺）　桑名清水傳吉ゆ白木恵太郎殿明治27年12月 小切紙・1通 1380－7
配符（米1斗1升6合）　保七ゆ恵太郎殿 （明治）27年12月 小切紙・1通 1380－8







（白木慧太郎米5斗4升3合書上）　絹川支配所 明治27年12月 横切継紙・1通 1380－14
配符（米1斗9升1合）、武田→大藤村役場御中 （明治）27年 小切紙・1通 1380－15
記（川原欠小計米残納あ）　→白木様 （明治）28年2月19日 小切紙・1通 1380一≦6




配賦（埋田米など勘定）　　（白木徳太郎）ゆ周五郎殿 （明治）28年3月 横切継紙・1通 1380－19
（せん茶拝借願など書付） 11月ll日 小切紙・1通 1380－20
廿八年配符 袋（2綴6通入） 1379
記（共有地差引割当米勘定）　佐藤ゆ白木様 明治29年5月30日 横切継紙・1通 1379－1
証（米4升小坂井増右衛門へ払方につき）　神田佐吉→明治29年6月20日 小切紙・1通 1379－2
白木恵木郎殿
渡証（米魯俵売払いにつき加藤卯八へ渡方願）　鮒村 明治29年6月23日 横切継紙・1通 1379－3
神田佐吉擁森津白木恵太郎様
配符（流作畑米5升8合）　飯田保七→感太郎様 （明治）28年 小切紙・1通 1379－4




















































































































請取申御借シ米之事（当春御借シ米として10石） 寛保2年戌3月 竪紙・1通 1088松井養具→天野沢右衛門殿、岡田伝七殿、中川助左衛門
殿、久世岡右衛門
海西郡狐地新田稲吉新田御触状井願事写留帳 宝暦4年戌7月 半・1冊＜10丁＞ 0635
覚（狐地新田田方植付控）　　（狐地）新田庄屋善蔵・孫 （宝暦7年）子6月 竪紙・1通 1098四郎→松田六兵衛様
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ナ取られたき 亥12月6日 巻紙・1通 1474－3
分）　宇佐美孫左 （寛保3年）亥12月6日横切継紙・1通 餌74－4
新 12月5日 横切継紙・1通 1474－5




右衛門 子正月15日 小切紙・1通 1474－9
子6月 巻紙・1通 14’74－10
宇佐美孫左衛門 10月16日 横切継紙・1通 1474－1壌
柔かに 戌9月14日夜 横切継紙・1通 1474－12
孫四郎ゆ善蔵殿 （宝暦6年ヵ）子12月29竪紙・1通 1474－13
日
ナ） 辰12月 横折紙・1通 1474－14
佐美孫左衛門→武 （寛延元年ヵ）辰12月横切継紙・1通／ 1474－15
21日 （虫損）
哉 （寛延3年ヵ）午12月 竪切・1通 1474－16
宇佐美孫左衛門・ （寛延3年ヵ）午12月 横折紙・1通 1474－17























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































六区会所帥狐 明治10年3月29日 小切紙・1通 0520－4






























吉田→武 3月2日 横切継紙・1通 1359－6
小切紙・1通 1359－7
横折紙・1通 1359－8































































































































田長次郎→武田 辰5月 小切紙・1通 1360－3－21
差引） 小切紙・1通 1360－3－22
甲戌10月29日 巻紙・1通 1360－3－23
狐地長右衛 2月26日 竪紙・！通 1360－3－24
願の件など書 正月20日 巻紙・1通 1360－3－25
小切紙・1通 1360－3－26
小切紙・1通 1360－3－27
書状）　吉田 4月10日 巻紙・1通 1360－3－28
田君 1月21日 巻紙・1通 1360－3－29
武田哲次郎様 2月28日 巻紙・1通 1360－3－30
吉田平左衛 未7月10日 竪切紙・1通 1360－3－31
・ 巻紙・1通 1360－3－32
巻紙・1通 1360－3－33
武田君 8月23日 継紙・1通／（青 1360－3－34
色便箋）
吉田平左衛 7月23日 巻紙・1通 1360－3－35
小切紙・2通一綴 1360－3－36






吉田→武田君 寅4月19日 巻紙・1通／（青 1360－4－2
色便箋）
→武田君 7月15日 巻紙・1通 1360－4－3
吉田平左衛 12月28日 巻紙・1通 1360－4－4
横折紙・1通 1360－4－5
コ 覚） 巻紙・1通 1360－4－6
→武田貴君 8月22日 巻紙・1通（封筒 1360－4－7
入）
君 10月［コ日 巻紙・1通 1360－4－8
一121一
横切紙・2通 1360－4－9
φ武田君 5月ll日 巻紙・1通／（赤 1360－4－10
色便箋）
吉田平左衛門 6月28日 横切紙・1通 1360－4一”
吉田→留八殿 戌12月 横切紙・1通／1360－4－12
（青色便箋）
右村用掛伊藤 明治11年3月25日 巻紙・1通 1360－4－13
ぐ覚・戌年差引 亥 小切紙・3通一綴 1360－4一摩4




狐地長治郎一・ 6月16日 横切継紙・1通 0818－1
村方中→御旦那 旧7月 横切紙・1通 0818－2
戸長役場ゆ武田 （明治）15年2月17日 横切紙・1通 0818－3
算につき書状〉 6月24日 横切紙・1通（封 0818－4－1
筒入）
虎次郎殿 明治19年6月24日 横折紙・1通 0818－4－2
武田銑次郎 明治19年6月24日 竪紙・1通 0818－4－3
小切紙・1通） 0818－4－4
村協議費受取） 明治18年1月29日 小切紙・1通 08摩8－5
右村惣代伊藤 明治18年1月29日 小切紙・1通 0818－6
狐地・稲吉新田 （明治）17年ll月 小切紙・1通 0818－7
之免町小貝謳三 4月25日 小切紙・1通 0818－8
）き）　伊藤菊 明治19年3月 小切紙・1通 0818－9
新九郎→武 小切紙・1通 0818－10































































































）　吉田平左 4月H日 横切継紙・1通 0818－15
請留八→森津 午12月 小切紙・1通 081846
　狐 明治15年2月27日 横切紙・1通 0818－17







β信成→武田銃 7月4日 横切継紙・1通 08葉8－22
（封筒入）
三郎→（武田） 4月26日 横切継紙・1通 0818－23
（封筒入）
申12月 小切紙・1通 0818－24
・武田様 申2月 小切紙・1通 0818－25
横折紙・1通 0818－26
横折紙・1通 0818－27
につき書状） 8月27日 横切継紙・1通 0818－28







































































































） 尾友治郎 宝暦12年午11月 竪継紙・1通 1089
） 尾友治郎 明和元年申11月 竪継紙・1通 1090



















郎→ 明治10年4月21日 横切紙・1通 1444
8月3日 横長半・1冊〈3丁＞0500
諺欠）　宇佐 2月8日 横切継紙荘通 1480








































































































































































































































































































































































































































































































中悪水除道壱坪代金ほか書上）　稲吉新田藤次郎、 明治4年8月 竪紙・1通 1415－29
市蔵→上
中悪水除道壱坪代金ほか書上）　狐地新田長兵衛、 竪紙・1通 14蓬5－30
三間掘壱坪賃金ほか書上）　稲元惣代勝兵衛、藤 （明治4年）未8月 竪紙・1通 1415－31
→新開會所
三間掘壱坪代金ほか書上）　稲吉新田惣代栄四郎、 （明治4年）未8月 竪紙・1通 1415－32
郎→新開會所









凝謄糟開難辮羅麟轡繍旨羅 明治5年申11月 竪紙・1通 1415－40
次郎、渡辺喜平ゆ副戸長御中、地主御中
阜損料（人足23人分など） 横折紙・1通 1415－41
新開勘定合の儀につき書状）　辰巳吉兵衛仲武田 8月28日 横切継紙・1通 1415－42
分割合方につき書状）　四ヶ村ゆ武田様 7月4日夕 横切継紙・1通 1415－43











調達金の儀につき証書・人名など取調方依頼状） 5月16日 横切継紙・1通 1415－50藤之助→武田哲次郎様


















覚（当春皆出米勘定願）　山田藤之助 壬申ll月 横折紙・1通 1415－57
（魚税金取集めの件につき書状）　イナリ治三郎→森津 酉3月19日 竪紙・1通 1415－58武田様
（新開悪水東杁寸法覚） 横切紙・1通 1415－59
試細入用覚　惣會所長左衛門、与六 6月13日 横長半・1冊〈3丁＞1415－60
（新田植付につき参会に出席依頼の件など書状）　大 6月2日 竪紙・1通 1415－61谷甚平→武田哲治郎様

























（三稲新開普請につき書状） 2月晦日 横切継紙・1通 14マ5－74
覚（九番割地森津新田分普請惣出来の上金銭渡すべき
　旨達） 未7月 横折紙1通 1415－75
覚壕諺酬地森津新田分普請惣出来の上鍼渡す 未7月 横折紙・1通 1415－76






























































































（新開汐除通り明治5年1か年分金入札） 稲荷崎治平→ （明治5年）申4月 竪紙・1通
新開御會所























































































佐野様、佐久 6月2日 巻紙・1通 0833－1
小切紙・1通 0833－2





弄直の旨なら 11月8日 巻紙・1通 0833－8
郎兵衛→服部
丑5月29日 小切紙・1通 0833－9
様 子11月18日 小切紙・1通 0833－10
巻紙・一綴＜4丁＞0833－11
勘定 巻紙・1通 0833一歪2
→武田哲治郎 5月14日 巻紙・1通 0833－13




犬）　二郎右 ！1月3日四ツ時認 巻紙・1通 0833－18
正月13日 巻紙・1通 0833－19






































































）　佐屋陣屋→森津新田 （元治元年）子12月 竪切紙・1通 1514－1
く受取）　佐屋陣屋→松 （慶応元年）丑2月 竪切紙・1通 1514－2
ε 　佐屋陣屋→森津 （慶庵元年）丑9月姻 竪切紙・1通 1514－3
　佐屋陣（慶応元年）丑9月3日 竪切紙・1通 1514－4
分など 横折紙・1通 1514－5
服部作助ゆ武田哲次 9月3日 巻紙・1通 1514－6
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　小左衛門→絹川太十郎殿 ll月晦日 竪紙・1通 1202・2
借用申金子謹文之事（金50両）　鎌島新田金子借主木村



































































































































































）　金子借用 明治2年巳4月 竪継紙・1通 1209－2
…
木村小左衛門、 明治2年巳5月 竪紙・1通 1唯27
原 　金 明治2年巳7月 竪紙・1通 1136
出用主木村忠右 明治2年巳7月 竪紙・1通 1126
羅小八
木村忠右衛門、 明治2年巳IO月 竪紙・1通 壌128




嫌島新田地所 明治2隼巳12月 竪継紙・1通 1208－2
（
3
斗余ほか・ 明治2年巳12月 半・1冊＜2丁＞ 1214
木村忠右衛門、







石3斗余・鍬 明治3年午3月 竪紙・1通 f218
司小左衛門／





























































木村忠右衛門 明治3年午3月 竪継紙・1通 1227－2
斗余・鍬代金 明治3年午6月 竪紙・1通 1220
す忠右衛門、同
主





める旨）　鎌 明治3年午8月 竪紙・1通 1229－2
嘗甚兵衛
菊脇
・代金50 両）明治3年午10月 竪紙・1通 1222
肇樹、 人・
闘中









帯りにつ （明治4年）辛未ll月 半・1冊（4丁） 1305
貸金1 （明治5年）申ll月 竪紙・1通／（5通1432－1
村様 一綴）
区済滞りにつ （明治5年）申11月 竪紙・1通 1432－2
兄忠
弐田哲治郎


































































































































隊海西郡森津村 明治12年1月15日 竪紙・2通／（青 0843－6
色罫紙）
量次郎→愛知縣 明治11年5月19El 竪紙・1通 0843－7























































































































ミ右衛門 天明9年酉正朋 半・1冊＜15丁＞ 0907
共庄屋など勤 （寛政元年）酉10月 竪紙・1通 1063
新田庄屋武田沢
葦 （寛政7年）卯6月 半・1冊く16丁＞ 0908
垂辺堤守方武田 文化8年未3月 半・1冊く18丁〉 0909
海辺堤守方武田 文化8年未3月 半・1冊〈19丁＞ 0910
侮辺堤守方武田 文化8年未3月 半・1冊く21丁＞ 09”
ヨ庄屋留木裁許 文化8年未6月 半・1冊く24丁＞ 0912
司勝右衛門様御
毎辺飛嶋新田堤 文化11年戌正月 半・1冊く17丁＞ 0913
毎辺堤守役武田 天保15年辰3月 半・1冊く17丁＞ 0915


























































































































































































































































































































































































































































































記（亡兄遺嘱金70円受取）　武田禮吉→武田誠一殿 明治17年5月10日 竪紙・1通 1278－2














証（金10円落手につき）　横地竜吉→武田様 9月14日 巻紙・1通 1278－7－4
（米5俵受取につき礼状）　やまだしづ→武田様 横切紙・1通 1278－7－5
記（米5俵受取）　山田光三郎→武田様 2月2日 竪紙・1通／（青 1278－7－6
色罫紙）
記（金5円受取）　山田光三郎→武田様 12月29日 小切紙・1通 1278－7－7













伊藤金兵衛、茂兵 （明治）17年4月8日 小切紙・1通 1278－7－14
記（明治14年取替金500円より差引残金53円余受取）明治14年12月28日横切紙・1通 1278－7－15
狐地新田荒尾長治郎→森津新田武田鉄次郎様

































L 　二井 6月10日 横切紙・1通（封 1278－7－21
筒入）／（青色罫
紙）








東詰南側漆器 第！月17日 小切紙・1通 1278－12
明治15・6年 袋（7点入） 1278－13
相談の件書 5月10日 横切継紙・1通 1278－13－1
木先生 5月10日 横切継紙・1通 1278－13－2
小切紙・1通 1278－13－3
勾5円受取） 明治16年7月26日 竪紙・1通／（青 1278－13－4
甫ゆ芝井新田 色罫紙）
窪受取）　森 明治16年5月25日 横折紙・1通 1278－13－5
長佐久問代輔
佐久問代輔 明治16年7月25日 竪紙・1通／（青 1278－13－6
武田銑次郎 色罫紙）
、貸金に関 3月8日 整切紙・巻紙・2 1278－13－7
虎次郎殿 通（封筒入）
明治15年 袋（23点入） 1282









衛→武田様 1月28日 巻紙・1通 1282－7
小切紙・1通 1282－8
呂）→武田哲 1月12臼 巻紙・1通 1282－9




























































































































































































記（品物代金受取） かじや源七→竹田様 （明治16年）未7月 小切紙・1通
記（上扮木代金64銭受取） 吹屋佐平→上 8月12日 巻紙・1通
記（晶物代金55銭7厘受取）桑名鍛冶町萬金物類費捌 8月14日 小切紙・1通
所鍛冶屋治助→上
記（品物代金1円24銭余受取） 魚屋甚四郎→武田様 10月10日 巻紙・1通
記（品物代金1円余受取） 本屋→久三郎 1月25日 巻紙・1通
記（品物代金75銭受取） 油や多三郎→上 旧12月24日 小切紙・王通
記（みそほか代金22銭受取） 若清峠武田様 （明治16年）未旧12月巻紙・1通
23日
記（人足代2円余受取） 大工善八→武田様 （明治16年）未12月 小切紙・1通
記（呉服代金1円78銭余受取） いとう店甚助→武田沢 12月20日 巻紙・1通
右衛門様
覚（酒代など勘定） 半三郎ゆ武田様 （明治16年）未9月 巻紙・1通
（金銭支払方覚）（前欠） 林三郎ゆ武田様 9月10日 小切紙・1通
記（まんじゅうなど代金勘定） 巻紙・1通
記（麦代金1円余受取） 近江金右衛門→上 10月26日 小切紙・1通
覚（酒代など22銭余受取） 半三郎→武田様 3月21日 巻紙・1通
覚（直し代38銭余受取） 忠五郎→武田様 巻紙・1通
記（石灰ほか代金2円余受取） 田嶋屋八十七→武田様 8月31日 巻紙・1通
記（金2円70銭ほか受納） 村瀬厚美、薬宝→武田様 8月14日 巻紙（版）・
記（石灰など1円80銭受取）田嶋屋八十七→武田様 8月8日 巻紙・1通
覚（晶物代金11銭受取） 孫吉→竹田殿 （明治16年）未12月 巻紙・1通
記（品物代金55銭余受取） 平島酒清→上 1月26日 巻紙・1通
記（品物代金37銭受取） 名古屋住吉町魚屋作二 ll月□日 小切紙・1通
記（人足代など勘定） 茂三郎→武田様 （明治16年）未12月 巻紙・’1通／
損）
キ（品物代金20銭受取） 菱屋弥兵衛→上 9月24日 巻紙・1通
記（薬代金勘定）　・→武田様 12月17日 巻紙・1通／
点こより一蓋
記（品物代金91銭受取） 魚屋甚四郎→もり武田様 （明治16年）未8月 巻紙・1通
記（人足代50銭受取） むら新吉帥村武田様 （明治16年）未7月 巻紙・1通
記（人足代・桧材など代金鶏円余受取） 竹や嘉左衛 （明治16年）未8月 巻紙・1通
門（愛知森津竹田嘉左衛門） →武田様
記（代金勘定済） 釜屋角八→森津武田様 8月18日 巻紙・1通
記（代金受取） 米屋擁円右衛門様 8月17日 巻紙・1通
記（代金87銭受取） 田嶋や八十七→上 8月18日 巻紙・1通
記（板代金1円余受取） 問蔵→竹田様 7月18日 巻紙・1通
























































































































































































































































武 申旧12月30日 巻紙・1通 0836－8－4
兼 申12月 小切紙・1通 0836－8－5















































































































































































































































































































































口八口の 明和4年亥12月 竪紙・1通 1154｛右衛
安永5申年3月 竪紙・1通 1343蒙津新田武田沢
丁門 ・同村清






r分拾 安永9年子6月 竪紙・1通（包紙 1159主 付）
「 　狐地・
「
口の内ほ 天明元年丑12月 竪紙・1通 1162
と
蔵新田 天明4年辰12月 竪紙・1通／（貼 1163
紙あり）
刀証文預り代 寛政12年申12月 竪紙・1通 1345衛門殿
0間外ならび 天保5年午12月 竪紙・i通 1179地所譲主武田
堤）　与蔵山 天保5年午12月 竪紙・1通 1180
是外 天保5年午12月 竪継紙・1通 1181
丘口および沢 天保13年寅ll月 竪継紙・1通（包 1壌90田）田地譲り 紙付）





























































































































































































































































ます、白木宗 8月14日 巻紙・1通 1290－3－2
昇藤ますより 8月13日 巻紙・1通 1290－3－3
昇藤ます、白 9月15日 小切紙・1通 1290－3－4
峯の旨書状） 8月12日 巻紙・1通 1290－3－5
白木宗八→ 4月4日 巻紙・1通 1290－3－6
ヨ木宗八→大 4月13日 横切紙・1通 1290－3－7
奇通、白木屋 （明治24年）5月31日 葉書・1通 1290－3－8










大工佐吉→ 2月19日 横切紙・1通 1290－7
る分一金 明治25年4月6日 小切紙・1通 1290－8
・
件書類綴） 明治24年 半・一綴く22丁＞ 1291
（





















































図面共）　武 （文化6年）巳3月 半・1冊〈4丁＞ 0626－2
森津新田武田 文化9年申9月 半・1冊＜2丁＞ 0626－3
半・1冊く2丁＞ 0626－4
う間川新開 12月 半・1冊〈2丁＞ 0626－5
衛門／（
森津新田武 文化9年申9月 半・1冊〈2丁＞ 0626－6
開願）　森津 （文化6年）巳6月 半・1冊く4丁＞ 0626－7
善之→岡勝右
外野新 申9月 半・1冊＜2丁＞ 0626－8
竪紙・1通 0626－9





























































































吻に書入、金 安永6年酉6月 竪継紙・1通 1416
彦兵衛外4名一・
門手代渡辺忠 安永6年酉8月 竪紙・1通 1137
種六郎右衛門
芽入〉　金借 天明4年辰11月 竪紙・i通 1164
衛→森津新田
古屋本町駒屋 享和2年戌3月 竪紙・1通（包紙 1”5
彰門殿 付）
十口割の内） 享和2年戌4月 竪紙・1通 1166
司所証人円蔵、
満証人西河甚
分の壱書入） 文化5年辰12月 竪紙・1通 1167
七郎、河原欠
→武田沢右衛













嘉兵衛壱口） 文久元年酉12月 竪紙・1通（包紙 1199
右衛門、同所 付）
く郎殿御取次
























































　つき〉　金借主栄三郎、引請人新助・治兵衛→武田哲次 文久3年亥12月 竪紙・1通（包紙付） 1123
郎殿

















































（金子出入の件につき書状）　太郎兵衛→沢右衛門様 11月20日 横切紙・1通 1407




















































引書類 （明治16～19年〉 袋（31点入） 1378
巻紙・1通 1378－1












































































太郎曽→武田 12月26日 横切継紙・1通 1378－21
策 4月4日 横切継紙・1通 1378－22




甚助、宗七→ （明治）16年3月30日 横折紙・i通 1378－25－2

































































































（隠居様病気養生かなわず逝去につきお悔やみ書状〉 6月11日 巻紙・1通 1503－20
與兵衛→武田沢右衛門様、同哲次郎様
（狐地米など入手につき書状）　二井→武田様 3月1日 巻紙・1通 1503－211
覚（いかなど代金書上）　魚屋甚四郎ゆ武田沢右衛門様 丑3月 巻紙・1通 1503－22









（作徳米・加地子米の受取に関する書状）　田嶋や利左 9月26日 巻紙・1通 1503－28
衛門（勢州桑名田嶋屋）→武田沢右衛門様
覚（御城米より船積分など差引勘定）　勘七→武田沢 酉12月 巻紙・1通 1503－29
右衛門様
覚（金銭書上）　井桁屋久助→竹田沢右衛門様 寅7月27日 小切紙・1通 1503－30
（米船積み廻送依頼の旨など書状）　田1鳴や利左衛門玉2月25日 巻紙・1通 1503－31
（勢州桑名田嶋屋）→武田沢右衛門様
覚（納米1石受取）　佐野治右衛門（松名）ゆ武田沢右衛 午12月23日 巻紙・1通 1503－32
門殿
覚（直し物共糸代など受取）　治助ゆ武田沢右衛門様 午極月 小切紙・1通 1503－33
覚（代金書上）　板屋久八→武田様 午12月23日 巻紙・1通 1503－34
覚（金銭勘定）　九吉→武田様 午12月 巻紙・1通 1503－35
（森津新田武田沢右衛門天明2寅年分・丑年分納金勘定
書付） 丑3月 竪紙・1通／（虫損） 1463
（森津新田公租・諸懸勘定綴） （明治初年～明治32年）横長半・一綴＜551333
丁＞





























（依頼状）　金子五郎治→武田様 4月12日 巻紙・1通 1286－2－2
（別紙手紙承知および依頼の書状）　金子→武田様 4月14日 小切紙・1通 1286－2－3
（妊娠帯祝いの件につき書状）　小貝謹三郎→武田誠一 6月30日 横切紙・1通 1286－3
様
（綿入・帯送付の旨依頼状）　龍池清道→武田誠一様 3月12日 横切紙窪通 1286－4
（眼病療治費用などにつき書状）　熱田小貝謳三郎→尾 3月26日 巻紙・1通 1286－5
張海西郡大藤村字森津武田誠一様
信仰
（本山再建につき普請費用借金の件書状）　遠坂渉、大 5月朔日 横切継紙・1通 1075－1
石悠次、藤井中書、長井半弥ゆ木村忠右衛門様、武田沢 （包紙入）
右衛門様
（桑名御坊肝煎役依頼状）　池尾伊織・下問大蔵郷→武 8月13日 横折紙・1通 1075－2
田沢右衛門殿
（武田沢右衛門・木村忠右衛門両人へ桑名御坊在方肝
　入役依頼状）　桑名御坊三ヶ寺→森津新田武田沢右衛門
12月14日 横切継紙・1通 1075－3
様
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